福地桜痴の「文学」観成立の背景 : 父苟庵の教えと交友関係 (〈特集2〉二〇一四年度研究例会「〈異域〉をめぐる文学 : 異域から日本を考える」) by 丹羽 みさと & ニワ ミサト
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福
地
桜
痴
の
「
文
学
」
観
成
立
の
背
景
　
　
　
　
　 
―
―
父
苟
庵
の
教
え
と
交
友
関
係
―
―
丹
　
羽
　
み
さ
と
　
福
地
桜
痴
︵
源
一
郎
︶
の
「
文
学
」
観
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
ま
ず
、
世
間
一
般
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
難
解
な
表
現
を
廃
し
た
「
達
意
」
の
文
章
を
志
向
し
た
と
さ
れ
て
い
る︶1
︵
。
桜
痴
と
親
し
く
接
し
て
い
た
塚
原
靖
︵
渋
柿
園
︶
も
、「
文
章
の
極
意
は
辞
達
而
己
矣
！
此
が
開
権
顕
実
の
一
乗
法
だ
と
文
章
論
の
終
局
に
は
何
時
も
必
ら
ず
言
は
れ
ま
し
た︶2
︵
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
坂
本
多
加
雄
は
、
桜
痴
が
父
苟
庵
の
「
源
一
郎
、
乃
父
に
代
り
て
有
用
の
人
と
な
れ
。
是
れ
我
志
な
り︶3
︵
」
と
い
う
遺
志
を
基
軸
に
、
桜
痴
の
「
文
学
」
観
を
論
述
し
て
い
る︶4
︵
。
坂
本
は
、
そ
れ
ま
で
政
治
的
に
「
有
用
の
人
」
で
あ
ろ
う
と
し
た
桜
痴
が
、
静
岡
藩
や
新
政
府
か
ら
の
出
仕
に
応
じ
ず
、「
御
用
無
し
」
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
文
芸
に
関
わ
る
転
換
期
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
政
界
か
ら
離
れ
、
社
会
的
に
「
無
用
」
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
確
認
し
て
い
く
中
で
、戯
作
者
達
と
交
流
を
持
っ
た
桜
痴
は
、「
達
意
」
を
尊
び
過
剰
な
修
辞
を
廃
し
た
戯
作
こ
そ
が
、「
一
般
民
衆
に
向
け
た
啓
蒙
」
活
動
を
行
う
た
め
に
「
有
用
」
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
認
識
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
　
坂
本
論
文
で
は
、
主
に
職
業
意
識
に
重
点
を
置
い
た
考
察
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、「
有
用
の
人
」
と
い
う
概
念
を
文
学
界
に
移
入
し
た
桜
痴
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
俎
上
に
載
る
こ
と
の
な
か
っ
た
苟
庵
の
教
訓
に
注
目
し
、
そ
れ
が
如
何
に
強
く
桜
痴
の
「
文
学
」
観
に
作
用
し
て
い
た
の
か
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
坂
本
は
山
々
亭
有
人
、
後
の
條
野
採
菊
ら
﹃
江
湖
新
聞
﹄
の
関
係
者
の
み
を
桜
痴
と
交
流
の
あ
っ
た
戯
作
者
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
他
、
仮
名
垣
魯
文
の
影
響
も
併
せ
て
、
彼
の
「
文
学
」
観
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
記
し
て
い
く
。
1　
父
苟
庵
の
教
訓
と
そ
の
記
録
　
桜
痴
は
福
地
苟
庵
︵
源
輔
、
別
号
石
橋
、
魯
庵
、
浄
慶
︶
が
四
十
六
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
八
番
目
の
子
で
あ
り
、
待
望
の
男
子
で
あ
っ
た︶5
︵
。
苟
庵
は
、
桜
痴
が
十
歳
に
な
る
頃
か
ら
、
和
学
や
漢
学
に
関
す
る
見
解
、
諸
本
に
見
る
海
外
事
情
、
巷
説
の
真
偽
や
地
元
長
崎
の
こ
と
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
柄
を
教
え
、
桜
痴
に
筆
録
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
桜
痴
が
安
政
三
年
十
二
月
か
ら
安
政
五
年
七
月
ま
で
、
阿
蘭
陀
通
辞
名
村
八
右
衛
門
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
間
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
同
年
十
二
月
に
桜
痴
が
上
京
す
る
ま
で
続
い
た
。
更
に
、
そ
の
後
も
苟
庵
は
、
文
久
元
年
に
桜
痴
が
通
弁
方
と
し
て
渡
欧
す
る
ま
で
、
様
々
な
助
言
、
忠
告
を
し
た
た
め
た
書
簡
を
送
っ
て
い
る︶6
︵
。
仕
官
を
企
図
し
た
上
京
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
書
簡
に
は
立
身
出
世
の
た
め
の
助
言
が
多
く
見
ら
れ
る
。
渡
欧
が
決
定
し
た
桜
痴
を
言
祝
ぎ
、
漢
詩
文
を
記
し
て
い
た
苟
庵
で
あ
っ
た
が︶7
︵
、
桜
痴
の
帰
国
を
見
る
こ
と
な
く
、
文
久
二
年
五
月
七
日
に
没
し
た︶8
︵
。
　
苟
庵
の
言
葉
を
、
桜
痴
は
折
に
触
れ
て
述
懐
し
、
苟
庵
の
事
跡
に
関
す
る
「
石
橋
先
生
伝
」︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
十
七
年
六
月
二
十
八
・
三
十
日
︶
や
、
上
京
の
際
の
伝
手
に
関
す
る
「
懐
往
事
談
」
第
五
回
︵﹃
国
民
之
友
﹄
明
治
二
十
六
年
三
月
︶
等
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
﹃
桜
痴
集
﹄
第
二
巻
︵
春
陽
堂　
明
治
四
十
四
年
︶
の
巻
頭
に
は
、
桜
痴
が
書
き
写
し
た
苟
庵
の
画
讃
が
影
印
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
桜
痴
が
自
分
の
詩
文
で
は
な
く
、
苟
庵
の
作
を
掲
載
し
た
こ
と
に
、
父
へ
の
追
慕
の
念
を
見
る
－50－
こ
と
も
で
き
よ
う
。
な
お
、
苟
庵
は
頼
山
陽
や
篠
崎
小
竹
に
学
び
、
長
崎
で
市
井
の
儒
医
と
し
て
の
活
躍
し
て
い
た
。
苟
庵
の
漢
詩
文
は
、自
筆
稿
本
﹃
茂
園
詩
草
﹄︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
︶
な
ど
に
残
さ
れ
て
お
り
、山
田
梅
村
﹃
吾
愛
吾
廬
詩
﹄
巻
五(
慶
応
二
年)
に
も
、
安
政
四
年
に
長
崎
を
訪
れ
た
際
、「
福
地
石
橋
」
や
、
篠
崎
小
竹
門
下
と
旧
交
を
温
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
桜
痴
に
「
有
用
の
人
」
と
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
苟
庵
の
家
庭
教
育
、お
よ
び
「
文
学
」
観
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
苟
庵
の
聞
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
永
三
年
か
ら
安
政
五
年
ま
で
に
記
さ
れ
た
桜
痴
の
自
筆
稿
本
は
、﹃
耳
食
録
﹄﹃
闈い
記き
﹄﹃
続
闈
記
﹄﹃
星せい
泓おう
雑ざっ
著ちょ
﹄
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
所
在
不
明
の
﹃
邇じ
言げん
録ろく
﹄﹃
粃ひ
糠こう
録ろく
﹄﹃
省
記
﹄
を
加
え
る
と
、
成
立
順
序
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
﹃
耳
食
録
﹄
四
巻
四
冊　
嘉
永
三
年
筆
︵
桜
痴
十
歳
︶　
日
本
近
代
文
学
館
蔵
　
　
 ︹﹃
邇
言
録
﹄﹃
粃
糠
録
﹄
所
在
不
明　
嘉
永
四
・
五
年
の
も
の
か
。﹃
闈
記
﹄
序
文
よ
り
推
定
︺
　
　
﹃
闈
記
﹄
四
巻
四
冊　
嘉
永
六
年
筆
︵
桜
痴
十
三
歳
︶　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
　
　
 ﹃
続
闈
記
﹄
二
巻
二
冊
︵
巻
三
・
四
︶
嘉
永
七
年
筆
︵
桜
痴
十
四
歳
︶　
東
北
大
学
図
書
館
蔵
　
　
 ︹﹃
省
記
﹄
所
在
不
明　
安
政
二
年
以
降
の
も
の
か
。﹃
星
泓
雑
著
﹄
記
事
よ
り
推
定
︺
　
　
 ﹃
星
泓
雑
著
﹄
一
巻
一
冊　
安
政
三
～
五
年
筆
︵
桜
痴
十
六
～
十
八
歳
︶　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
　
﹃
邇
言
録
﹄﹃
粃
糠
録
﹄﹃
省
記
﹄
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
聞
書
に
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹃
邇
言
録
﹄﹃
粃
糠
録
﹄
に
つ
い
て
は
、竹
院
散
人
︵
長
川
東
洲
︶
に
よ
る
﹃
闈
記
﹄
巻
一
の
序
文
等
で
確
認
で
き
る
。
　
　
題
福
地
尚
甫
所
纂
録
闈
記
首
　
　
 
是
石
橋
老
人
唾
餘
作
、
其
児
尚
甫
拾
収
者
、
文
漫
而
事
大
者
為
邇
言
録
、
粃
糠
録
諸
書
。
余
曩
者
既
叙
之
。
文
俚
而
事
瑣
者
為
闈
記
。
又
請
余
題
一
言
。
夫
闈
記
猶
曰
庭
訓
云
爾
。
是
庭
闈
之
言
、
勿
論
其
瑣
与
俚
、
所
以
教
諭
尚
甫
之
意
。
可
謂
其
仁
如
天
、
其
慈
如
雲
。
為
仙
舟
者
宜
重
之
如
鼎
呂
、
尊
於
聖
経
賢
伝
。
何
則
言
皆
出
於
宇
宙
間
有
一
無
二
之
人
口
、
為
其
所
耳
提
面
命
。
雖
曰
福
地
氏
第
一
霊
宝
可
也
。
夫
得
賢
如
石
橋
而
父
之
、人
子
之
不
所
得
皆
然
。
若
夫
聖
賢
、
群
衆
而
皆
私
淑
之
。
賢
父
者
尚
甫
所
独
也
。
雖
然
、
仙
舟
才
大
、
吾
雖
不
言
自
当
知
此
般
道
理
。
而
余
猶
呶
々
弗
己
、
豈
不
大
愚
哉
。
　
　
　
嘉
永
六
年
癸
丑
荷
花
蕩
前
数
日
竹
院
散
人
録
于
慈
鴉
小
館
在
廂　
　
　
　
 ［
石
橋
老
人︵
苟
庵
︶の
話
を
そ
の
子
、尚
甫︵
桜
痴
︶が
編
纂
し
た
も
の
が﹃
邇
言
録
﹄﹃
粃
糠
録
﹄
な
ど
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
ら
の
叙
を
既
に
記
し
た
。﹃
闈
記
﹄
の
題
名
は
、
家
庭
教
育
の
意
味
で
あ
る
。
桜
痴
に
対
す
る
教
訓
は
、
父
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
、本
書
は
福
地
家
の
家
宝
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
苟
庵
の
よ
う
な
父
親
を
持
っ
た
桜
痴
は
幸
せ
で
あ
る
。］
　
桜
痴
の
師
で
あ
る
東
洲
に
依
頼
し
た
序
文
に
は
、「
文
漫
而
事
大
者
」「
文
俚
而
事
瑣
者
」
と
あ
り
、﹃
邇
言
録
﹄﹃
粃
糠
録
﹄
が
﹃
闈
記
﹄
の
対
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
苟
庵
の
教
訓
を
採
録
し
た
稿
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
　
苟
庵
の
聞
書
と
東
洲
の
序
文
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
市
島
春
城
が
言
及
し
て
い
る
。
春
城
は
、「
私
の
蔵
書
の
内
に
「
茂
園
残
話
」
と
「
茂
園
剰
話
」
と
い
う
写
本
が
あ
る
。
各
四
冊
で
、
日
本
の
歴
史
に
関
す
る
挿
話
を
あ
つ
め
た
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、「「
茂
園
残
話
」
の
首
端
に
竹
院
長
川
煕
の
自
筆
の
序
が
収
め
て
あ
る
。
︵
中
略
︶
東
洲
は
其
序
の
中
に
石
橋
の
著
書
を
挙
げ
て
ゐ
る
。
曰
く
「
粃
糠
録
」
十
巻
、
曰
く
「
闈
記
」「
続
闈
記
」
各
四
巻
、
曰
く
「
省
記
」
四
巻
、
曰
く
「
西
清
輿
地
誌
略
」
一
巻︶9
︵
」で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
十
巻
と
い
う
量
か
ら
考
え
る
と
、﹃
粃
糠
録
﹄に﹃
邇
言
録
﹄
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
序
文
は
、
現
存
す
る
﹃
茂
園
残
話
﹄︵
石
川
武
美
記
念
図
書
館
︶
に
は
見
ら
れ
な
い
。
同
書
に
は
旧
蔵
者
で
あ
る
徳
富
蘇
峰
の
識
語︶10
︵
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る︶11
︵
。
春
城
旧
蔵
本
と
蘇
峰
旧
－51－
蔵
本
と
は
別
本
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
春
城
は
現
存
不
明
の
﹃
茂
園
剰
話
﹄
と
混
同
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
東
洲
の
序
文
や
﹃
粃
糠
録
﹄﹃
邇
言
録
﹄
を
目
に
す
る
機
会
を
待
ち
た
い
。
な
お
、「
残
話
」
「
剰
話
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
苟
庵
が
桜
痴
の
長
崎
出
立
後
に
脱
稿
し
、
送
っ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
、
安
政
六
年
七
月
二
十
五
日
付
の
桜
痴
宛
て
苟
庵
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
 
都
築
御
帰
便
に
相
送
り
候
、
茂
園
残
話
も
相
届
き
被
見
致
さ
れ
候
よ
し
。
右
ニ
ハ
老
の
く
り
言
も
多
か
れ
ど
、
聊
か
知
識
を
索
む
る
一
助
に
も
可
相
成
と
存
候
也
。︵
中
略
︶
先
達
而
申
遣
候
、
茂
園
剰
話
四
冊
、
藩
東
甫
詩
一
冊
、
冬
巣
詞
鈔
一
冊
、
老
の
慰
み
に
書
写
致
し
候
を
差
遣
し
申
候︶12
︵
　
ま
た
、
春
城
の
随
筆
に
も
見
え
る
﹃
省
記
﹄
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
福
地
桜
痴
筆
﹃
星
泓
雑
著
﹄
に
載
録
さ
れ
た
自
序
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
省
記
自
叙
　
　
 
余
之
在
膝
下
也
、
承
歓
之
餘
、
家
尊
必
有
所
語
。
随
聞
随
録
、
積
至
八
巻
。
名
之
闈
記
。
既
而
出
養
於
名
邨
氏
、
職
為
象
胥
、
乃
日
往
復
於
出
島
之
館
。
時
或
便
路
、
帰
謁
家
尊
、
省
其
温
凊
。
至
則
家
尊
有
所
語
者
、
如
前
日
也
。
只
恨
官
事
勿
忙
、
不
得
久
侍
于
側
、
而
所
聞
亦
不
能
多
也
。
雖
然
、
写
録
積
日
、
亦
得
四
巻
、
因
名
曰
省
記
。
　
　
　
 ［
父
苟
庵
と
暮
ら
し
て
い
た
時
に
、
聞
書
し
た
も
の
が
八
巻
の
﹃
闈
記
﹄
で
あ
る
。
そ
れ
は
名
村
氏
の
養
子
と
な
っ
た
後
も
続
き
、
通
辞
の
仕
事
に
随
従
し
て
出
島
に
往
復
す
る
時
な
ど
に
、
自
宅
へ
寄
っ
て
は
、
父
の
様
子
を
省
み
、
以
前
の
通
り
話
を
聞
い
た
。
と
は
い
え
、
仕
事
が
忙
し
く
、
父
の
側
に
長
く
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
を
重
ね
る
こ
と
で
、
父
か
ら
の
聞
書
は
四
巻
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
﹃
省
記
﹄
と
名
付
け
る
。］
　
桜
痴
が
養
子
に
入
っ
た
後
に
も
、
父
か
ら
の
教
誨
は
続
き
、
そ
れ
は
﹃
省
記
﹄
と
し
て
﹃
闈
記
﹄
の
次
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
記
述
な
ど
か
ら
、
苟
庵
の
聞
書
は
﹃
耳
食
録
﹄﹃
邇
言
録
﹄﹃
粃
糠
録
﹄
﹃
闈
記
﹄﹃
続
闈
記
﹄﹃
省
記
﹄﹃
星
泓
雑
著
﹄
の
順
に
記
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
内
、
江
戸
に
上
京
し
た
安
政
五
年
以
降
に
も
桜
痴
が
所
持
し
て
い
た
も
の
は
、
「
日
新
舎
蔵
本
」
印
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
。
　
日
新
舎
は
明
治
二
年
頃
、
桜
痴
が
湯
島
に
開
い
た
英
仏
塾
で
あ
り
、
塾
頭
は
中
江
兆
民
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
桜
痴
は
遊
廓
に
足
繁
く
通
い
、
塾
の
運
営
に
は
熱
心
で
な
か
っ
た
た
め
英
語
を
学
ぶ
生
徒
が
減
り
、
仏
語
を
主
と
し
た
塾
に
変
わ
っ
て
い
た
が︶13
︵
、
と
も
か
く
も
こ
の
印
は
上
京
後
、
桜
痴
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
確
認
さ
れ
て
い
る
苟
庵
の
聞
書
の
内
、日
新
舎
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
は﹃
闈
記
﹄﹃
続
闈
記
﹄﹃
星
泓
雑
著
﹄
で
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
﹃
耳
食
録
﹄
に
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。﹃
耳
食
録
﹄
袋
書
に
は
、「
耳
食
録
四
冊　
福
地
桜
痴
十
歳
之
時
に
書
き
し
も
の
。
此
の
書
物
は
厨
川
白
村
君
の
家
に
伝
わ
り
し
を
大
正
七
年
十
月
白
村
君
よ
り
小
生
に
贈
ら
れ
た
る　
福
地
信
世
識
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、﹃
耳
食
録
﹄
は
福
地
家
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
桜
痴
の
実
子
で
あ
る
信
世
に
譲
渡
さ
れ
た
の
は
、
厨
川
白
村
の
妻
と
、
信
世
の
妻
が
姉
妹
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
よ
う︶14
︵
。
　
ま
た
、
白
村
の
実
父
源
甫︶15
︵
は
、
先
に
苟
庵
の
六
女
余よ
詩し
と
結
婚
、
桜
痴
の
義
兄
と
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
福
地
家
と
の
縁
も
あ
っ
た︶16
︵
。
江
戸
に
い
る
桜
痴
に
宛
て
た
苟
庵
の
書
簡
︵
安
政
六
年
七
月
二
十
五
日
付︶17
︵
︶
に
は
、
英
語
の
通
訳
と
し
て
諸
方
で
働
き
、
福
地
家
の
家
計
を
助
け
て
い
た
源
甫
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
 
源
甫
事
、
頃
日
米
人
江
和
語
を
教
へ
に
崇
福
寺
中
、
竹
林
庵
に
時
々
参
り
申
候
。
米
よ
り
一
日
百
疋
位
の
料
を
申
給
候
よ
し
ニ
而
、
追
々
ハ
米
人
の
謝
物
を
以
而
米
に
て
も
売
へ
き
と
の
心
カ
ケ
ニ
て
、家
事
の
事
に
も
心
か
け
候
︵
中
略
︶
且
、
当
地
に
て
治
療
も
致
し
度
由
。
少
々
御
病
人
も
あ
り
て
源
甫
通
弁
を
も
間
に
合
－52－
せ
候
よ
し
也
。
是
ニ
付
而
ハ
、
医
事
の
一
徳
な
る
へ
き
事
と
存
候
。
　
桜
痴
が
去
っ
た
後
の
福
地
家
を
支
え
た
源
甫
で
あ
っ
た
が
、慶
応
三
年
秋
頃
に
は
、
｢
源
甫
事
姉
と
離
縁
い
た
し
福
地
氏
之
姓
を
返
た
る︶18
︵
｣
と
福
地
家
を
去
っ
て
い
た
。
な
お
、
広
瀬
旭
荘
の
子
林
外
は
、
同
年
十
月
四
日
に
箱
根
で
イ
ギ
リ
ス
人
ラ
ウ
ダ
ー
及
び｢
福
地
幸
庵｣
と
邂
逅
し
て
い
る︶19
︵
。
林
外
は
、
嘗
て
長
崎
で
ラ
ウ
ダ
ー
の
元
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
通
訳
を
し
て
い
た
の
が
幸
庵
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
十
一
月
九
日
に
は
、
幸
庵
を
訪
ね
て
横
浜
居
留
地
の
英
国
公
使
館
へ
向
い
、
居
留
地
見
学
の
便
を
図
っ
て
貰
っ
て
い
る
。
そ
の
時
幸
庵
は
自
分
に
つ
い
て｢
贅
於
崎
陽
福
地
氏
。今
変
姓
名
。曰
厨
川
織
部︶20
︵
｣
と
語
っ
て
い
る
。長
崎
で
英
語
の
通
訳
を
し
、
福
地
家
の
入
り
婿
で
あ
っ
た
こ
と
、
今
は
厨
川
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
幸
庵
は
桜
痴
の
義
兄
で
あ
っ
た
源
甫
と
み
て
間
違
い
な
い
。
源
甫
は
離
縁
後
す
ぐ
に
通
訳
の
伝
手
を
頼
っ
て
横
浜
に
向
か
い
、
英
国
公
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
源
甫
は
上
京
の
際
、
桜
痴
が
長
崎
に
残
し
た
﹃
耳
食
録
﹄
を
、
桜
痴
に
届
け
よ
う
と
携
え
て
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
厨
川
家
に
伝
わ
っ
た
﹃
耳
食
録
﹄
は
、
桜
痴
の
没
後
、
福
地
家
に
譲
渡
さ
れ
た
。
日
新
舎
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
章
で
は
、﹃
耳
食
録
﹄
と
は
異
な
り
、
桜
痴
が
手
元
に
置
い
て
い
た
﹃
闈
記
﹄
﹃
続
闈
記
﹄﹃
星
泓
雑
著
﹄
を
中
心
に
、
苟
庵
の
見
解
を
探
り
つ
つ
、
桜
痴
の
「
文
学
」
観
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
2　
苟
庵
の
教
訓
と
桜
痴
へ
の
影
響
　
苟
庵
は
「
文
学
」
に
つ
い
て
も
、
桜
痴
に
教
誨
を
残
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
文
章
を
書
く
べ
き
で
あ
り
、
何
を
読
む
べ
き
か
、
そ
の
基
準
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
苟
庵
は
、「
文
章
ハ
先
趣
向
ヲ
熟
シ
テ
書
取
ベ
キ
工
夫
ス
ベ
シ
。
趣
向
熟
セ
サ
ル
内
ハ
、
筆
ヲ
立
ル
ハ
是
又
大
ナ
ル
ム
ダ
事
ナ
リ
」︵﹃
続
闈
記
﹄
巻
三
︶
と
、
書
き
な
が
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
考
え
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
紙
に
向
か
う
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
一
度
筆
を
採
る
と
、
談
話
中
に
も
一
気
呵
成
に
書
き
上
げ
た
桜
痴
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
に
合
致
す
る︶21
︵
。
桜
痴
は
、「
君
達
が
書
き
つ
ゝ
考
へ
る
と
、
僕
が
不
断
考
へ
て
置
い
て
、
熟
し
て
か
ら
書
く
の
と
、
時
間
は
同
じ
こ
と
だ
よ︶22
︵
」
と
速
筆
の
秘
訣
を
尋
ね
た
記
者
に
答
え
て
お
り
、信
世
も
同
じ
「
癖
」
が
あ
る
と
し
て
、「
こ
れ
は
福
地
家
の
家
伝
か
も
知
れ
な
い︶23
︵
」
と
述
べ
て
い
る
。
苟
庵
の
教
え
が
桜
痴
、
そ
し
て
孫
の
信
世
に
ま
で
引
き
継
が
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
身
に
浸
透
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
ま
た
語
句
に
つ
い
て
苟
庵
は
、「
今
世
ノ
俗
書
翰
ニ
、
間
違
ヒ
ノ
コ
ト
多
シ
。
中
ニ
モ
然
者
、
左
様
ナ
ト
、
文
法
甚
タ
違
ヘ
リ
。
然
レ
ト
モ
俗
ヲ
成
シ
来
レ
ル
コ
ト
ハ
、
通
用
ト
成
テ
改
ム
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
」︵﹃
闈
記
﹄
巻
二
︶
と
し
、
語
彙
の
正
確
な
用
法
で
は
な
く
、
世
間
で
通
用
す
る
語
彙
か
を
重
視
し
て
い
る
。
桜
痴
も
ま
た
、「
文
章
ヲ
ツ
ヾ
ル
ニ
当
テ
、
漢
語
ニ
テ
モ
洋
語
ニ
テ
モ
、
巳
ニ
吾
邦
一
般
ニ
通
ズ
ル
ノ
言
語
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
敢
テ
斥
ケ
ザ
ル
モ
妨
ゲ
ズ
」︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
十
四
年
五
月
二
十
四
日
︶
と
、
使
用
言
語
の
如
何
に
拠
ら
ず
、
通
用
す
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
文
章
を
記
す
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
苟
庵
の
通
用
と
い
う
基
準
は
、
桜
痴
に
引
き
継
が
れ
、「
達
意
」
の
文
章
を
重
視
す
る
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
　
桜
痴
は
、「
我
曹
ガ
日
用
ニ
書
ス
ル
所
ノ
文
章
ハ
、
難
易
ト
簡
煩
ト
テ
論
ゼ
ズ
、
以
テ
意
ヲ
達
ス
ベ
ク
、
以
テ
之
ヲ
述
ブ
ベ
キ
」︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
七
年
十
二
月
二
日
︶
で
あ
り
、
西
洋
諸
国
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、
達
意
の
程
度
の
差
が
著
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
長
崎
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
の
ち
に
英
語
を
専
門
と
し
て
い
た
桜
痴
は
、
四
度
の
洋
行
を
し
、﹃
那
破
倫
兵
法
﹄︵
慶
応
三
年
︶
や
﹃
外
国
事
務
﹄
︵
明
治
一
年
︶、﹃
英
国
商
法
﹄︵
明
治
三
年
︶
な
ど
の
翻
訳
も
手
掛
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
西
洋
の
言
語
、
特
に
英
語
文
と
日
本
語
文
と
の
間
に
、
達
意
の
差
を
実
感
す
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
そ
の
後
も
、「
全
文
ノ
結
構
ハ
英
。
使
用
ノ
語
辞
ハ
漢
。
而
シ
テ
接
続
ノ
文
法
ハ
－53－
日
本
」
と
い
う
昨
今
の
、
複
雑
か
つ
難
解
で
、
伝
達
事
項
・
内
容
が
伝
わ
り
に
く
い
和
漢
洋
混
淆
文
に
対
し
て
、
そ
の
原
因
を
「
達
意
ノ
目
的
ヲ
充
分
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
カ
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ
」︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
八
年
八
月
二
十
九
日
︶
と
断
じ
、
読
む
者
に
混
乱
を
招
く
鵺
文
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、「
達
意
」
の
視
点
か
ら
文
章
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
改
め
て
主
張
す
る
。
　
ま
た
、「
達
意
」
の
点
か
ら
「
古
文
」
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
支
那
人
ノ
古
文
ニ
於
ケ
ル
、
欧
米
人
ノ
希
臘
、
羅
甸
文
ニ
於
ケ
ル
如
ク
、
是
レ
死
文
章
ナ
リ
。
活
文
章
ニ
非
ラ
ズ
」︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
十
四
年
五
月
二
十
三
日
︶
と
、
外
国
に
も
不
適
当
な
文
章
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ラ
テ
ン
語
と
通
用
言
語
と
を
区
分
す
る
と
い
う
考
え
は
、
既
に
苟
庵
か
ら
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
　
　
 
羅ラ
甸テン
語
ト
称
ス
ル
ハ
、
訳
シ
テ
言
ヘ
ハ
雅
語
ナ
リ
。
彼
州
ニ
モ
雅
俗
ノ
両
語
ア
リ
。
今
ハ
専
ハ
ラ
俗
語
通
用
ナ
リ
。 
︵﹃
続
闈
記
﹄
巻
三
︶
　
苟
庵
は
ラ
テ
ン
語
が
現
在
一
般
的
で
は
な
い
言
葉
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
桜
痴
は
更
に
踏
み
込
み
、「
死
文
章
」
で
あ
る
と
見
做
し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
に
通
じ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
、
執
筆
せ
よ
と
い
う
苟
庵
の
説
諭
を
、
推
し
進
め
た
意
見
で
あ
る
。家
庭
教
育
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
ま
た
、
苟
庵
は
書
物
に
対
し
て
、
知
識
獲
得
の
た
め
に
有
益
か
否
か
を
最
も
重
要
視
し
て
い
た
。
　
　
 
書
ヲ
看
ル
ハ
只
自
己
ノ
智
ヲ
益
ン
タ
メ
ナ
ル
ニ
、
無
益
ノ
戯
作
本
ヲ
読
テ
、
光
陰
ヲ
費
シ
燈
火
ヲ
費
ス
コ
ト
、
智
者
ノ
ス
マ
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
智
者
ノ
看
ル
書
ハ
、
和
漢
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
皆
読
テ
益
ア
ル
書
ヲ
看
ル
、
愚
者
ノ
看
ル
書
ハ
戯
作
本
ノ
類
、
損
ア
ツ
テ
益
ナ
キ
書
ヲ
看
ル
、
故
ニ
智
者
ハ
益
々
智
ニ
シ
テ
、
愚
者
ハ
益
々
愚
ナ
リ
。 
︵﹃
闈
記
﹄
巻
一
︶
　
　
 
近
世
ノ
詩
文
ハ
、
唯
遊
戯
ノ
一
事
ニ
テ
、
実
ハ
無
用
ノ
業
ナ
レ
ト
モ
、
蹴
鞠
、
囲
棊
ニ
ハ
優
ル
ヘ
シ
。
凡
百
ノ
事
、文
ニ
有
サ
レ
ハ
意
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
。
詩
モ
鳥
獣
草
木
ノ
名
ニ
多
識
ナ
ル
タ
ケ
ノ
益
ハ
ア
ル
ヘ
シ
。
行
余
力
ア
ラ
ハ
学
ヒ
テ
モ
損
ハ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。 
︵﹃
闈
記
﹄
巻
一
︶
　
　
 
唐
山
ノ
稗
史
ハ
、
戯
作
ナ
レ
ト
モ
見
テ
益
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、
日
本
ノ
稗
史
ハ
、
見
テ
害
ア
レ
ド
モ
、
益
ハ
決
シ
テ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。 
︵﹃
闈
記
﹄
巻
三
︶
　
　
 
国
学
者
ハ
古
史
ヲ
読
ム
コ
ト
第
一
タ
ル
ヘ
キ
ヲ
、
和
歌
ノ
学
ヲ
修
セ
ン
ト
テ
、
源
氏
伊
勢
ノ
物
語
ヲ
研
究
ス
。
此
二
書
文
筆
ノ
妙
ハ
慕
フ
ベ
ケ
レ
ト
モ
、
畢
竟
淫
蕩
ノ
事
ニ
テ
、
皆
稗
史
ノ
類
ナ
リ
。
清
少
納
言
ノ
著
ハ
セ
シ
枕
草
紙
ハ
、
二
書
ト
違
ヒ
テ
大
ニ
益
ア
ル
書
ナ
リ
。
清
少
納
言
ハ
和
漢
ノ
学
者
ニ
テ
、
其
卓
識
傑
出
セ
ル
人
ナ
リ
。
其
気
象
決
シ
テ
粉
黛
ノ
臭
ナ
キ
ナ
リ
。 ︵﹃
続
闈
記
﹄巻
四
︶
　
　
 
元
禄
頃
の
人
の
著
述
に
合
類
節
用
ト
云
書
あ
り
。
俗
な
る
書
な
れ
と
も
必
用
の
事
多
し
。
書
舗
ニ
て
求
メ
ら
る
へ
し
。
十
二
円
程
な
り
。
和
漢
名
数
解
の
如
な
る
も
の
也
。甚
徳
用
多
し
。貝
原
の
和
爾
雅
な
と
も
座
右
の
あ
る
へ
き
書
也
。　
　
　
︵
安
政
六
年
十
二
月
二
十
四
日
苟
庵
筆
桜
痴
宛
書
簡　
日
本
近
代
文
学
館
蔵
︶
　
苟
庵
に
と
っ
て
読
書
は
、
第
一
に
知
識
を
得
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
読
む
べ
き
書
と
し
て
節
用
集
な
ど
の
実
用
書
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、詩
で
さ
え
も﹃
論
語
﹄︵
陽
貨
︶
の
言
葉
を
ふ
ま
え
、
知
識
の
獲
得
を
基
準
に
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
﹃
五
雑
爼
﹄
や
﹃
聊
斎
志
異
﹄
な
ど
の
漢
籍
は
ま
だ
し
も︶24
︵
、
日
本
の
戯
作
や
稗
史
は
読
書
の
意
味
が
な
い
と
断
言
す
る
。
有
益
な
書
物
を
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
苟
庵
の
説
は
、十
歳
の
桜
痴
に
向
け
た
教
誨
書
﹃
耳
食
録
﹄
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
 
家
大
人
曰
、
稗
史
作
リ
物
語
ノ
類
ヲ
読
ミ
、
演
義
芝
居
本
ヲ
観
ル
モ
、
勧
善
ヨ
キ
コ
ト
ヲ
ス
ヽ
ム
懲
悪
ア
シ
キ
コ
ト
ヲ
コ
ラ
ス
ノ
益
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
然
レ
ト
モ
正
史
ヲ
識
サ
ル
人
ハ
、
動
モ
ス
レ
ハ
実
跡
ト
心
得
之
ヲ
、
以
テ
治
乱
興
廃
ヲ
論
ス
。
聴
者
棒
腹
ニ
堪
サ
ル
事
多
シ
。
 
︵﹃
耳
食
録
﹄
巻
二
︶
－54－
　
苟
庵
に
と
っ
て
物
語
や
芝
居
本
と
は
、
内
容
や
構
成
を
楽
し
み
、
人
情
の
機
微
に
思
い
を
馳
せ
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
勧
善
懲
悪
の
知
識
獲
得
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
わ
ず
か
に
読
む
価
値
を
見
出
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
作
品
か
ら
ど
の
よ
う
な
知
識
を
獲
得
で
き
る
の
か
、
そ
の
点
で
有
益
か
否
か
、
を
一
貫
し
た
基
準
と
し
て
読
書
を
行
う
よ
う
に
教
育
さ
れ
て
い
た
桜
痴
が
、
知
識
か
ら
離
れ
た
情
景
豊
か
な
作
品
を
描
く
こ
と
を
不
得
手
と
し
て
い
た
の
も
、
深
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
の
社
説
や
小
説
、
ま
た
歌
舞
伎
座
の
脚
本
な
ど
を
執
筆
し
て
い
た
桜
痴
で
あ
っ
た
が
、
特
に
劇
作
の
情
景
描
写
に
つ
い
て
は
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
桜
痴
は
劇
作
を
始
め
る
際
、
近
松
門
左
衛
門
や
近
松
半
二
な
ど
の
院
本
を
集
め
、
読
破
し
て
い
た︶25
︵
。
特
に
近
松
門
左
衛
門
作
品
は｢
出
世
景
清｣
な
ど
四
点
の
翻
案
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
れ
も
近
松
の
世
話
物
で
は
な
く
、
時
代
物
で
あ
る
。
富
倉
二
郎
は
、｢
原
作
の
荒
唐
無
稽
の
点
を
去
り
淫
靡
な
点
を
除
き
こ
れ
に
史
劇
の
冑
を
著
せ
た
も
の
で
、
い
は
ヾ
合
理
的
史
劇
化
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
近
松
の
持
つ
詩
味
、機
微
な
る
人
情
は
寧
ろ
殺
さ
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
と
云
つ
て
い
ゝ｣
︵
富
倉
二
郎｢
狂
言
作
者
福
地
桜
痴｣
﹃
京
都
帝
国
大
学
国
文
学
会
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
﹄
星
野
書
店　
昭
和
九
年
︶
と
批
評
し
て
お
り
、
桜
痴
の
心
情
描
写
の
稚
拙
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
桜
痴
の
戯
作
に
つ
い
て
、
卓
抜
な
分
析
を
行
っ
て
き
た
の
は
、
坪
内
逍
遙
だ
ろ
う
。
「
我
が
国
の
史
劇
」︵﹃
早
稲
田
文
学
﹄
明
治
二
十
六
年
十
月
～
明
治
二
十
七
年
四
月
︶
に
お
い
て
逍
遙
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
桜
痴
史
劇
で
は
「
作
家
の
冷
観
」
「
暗
刺
〈
ア
イ
ロ
ニ
ー
〉」
と
い
わ
れ
る
表
現
技
法
、
す
な
わ
ち
人
々
が
普
段
黙
殺
し
て
い
る
心
理
を
暴
露
し
、
観
客
の
動
揺
を
誘
う
描
写
や
、
本
心
と
は
逆
の
皮
肉
な
所
作
と
い
っ
た
表
現
技
法
が
欠
け
て
い
る
、
と
。
加
え
て
、
登
場
人
物
の
多
く
が
先
を
見
通
し
て
、
適
切
な
判
断
を
下
し
、
輝
か
し
い
未
来
へ
と
進
む
能
力
に
長
け
た
「
先
見
明
察
」
の
人
物
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
観
客
は
既
視
感
を
生
む
桜
痴
の
史
劇
に
倦
ん
で
い
る
と
断
じ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
逍
遙
は
「
新
写
実
的
史
劇
」
を
求
め
た
「
時
の
精
神
の
反
映
な
れ
ば
、
予
は
強あながち
に
こ
れ
が
為
に
居
士
の
作
を
難
ぜ
ん
と
は
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
歌
舞
伎
の
地
位
向
上
を
目
指
し
た
演
劇
改
良
運
動
等
が
盛
ん
な
時
代
の
求
め
に
応
じ
た
結
果
で
あ
る
と
見
做
し
た
逍
遙
は
、
人
物
描
写
を
中
心
と
し
た
近
松
の
「
夢
幻
的
史
劇
」
や
黙
阿
弥
の
「
写
実
的
世
話
物
」
と
桜
痴
史
劇
は
、
そ
も
そ
も
理
念
が
異
な
る
と
し
て
、
同
列
に
批
評
を
行
う
無
意
味
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
桜
痴
自
身
、
自
分
に
は
脚
本
や
小
説
を
書
く
た
め
に
必
要
な
「
詩
想
」
が
な
く
、「
深
い
観
念
も
、
高
尚
な
思
想
も
、
一
種
の
味
ひ
」
も
な
い
と
い
う
難
点
を
認
識
し
て
い
た︶26
︵
。
近
松
や
黙
阿
弥
の
よ
う
な
作
品
を
書
か
な
い
の
で
は
な 
く
、
書
け
な
い
の
だ
と
す
る
桜
痴
の
言
葉
に
は
、
確
か
に
逍
遙
の
指
摘
す
る
時
代
の
影
響
も
看
過
で
き
な
い
が
、
叙
情
を
閑
却
し
、
知
識
の
み
を
読
書
の
基
準
と
す
る
苟
庵
の
教
誨
に
従
っ
て
い
た
結
果
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
苟
庵
の
家
庭
教
育
こ
そ
が
桜
痴
の
創
作
を
「
新
写
実
的
史
劇
」
に
制
限
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
　3　
戯
作
者
と
の
付
き
合
い
　
桜
痴
が
情
景
描
写
に
秀
で
て
い
な
い
こ
と
は
、
自
他
共
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
桜
痴
は
「
文
学
」
論
に
お
い
て
情
景
描
写
に
高
い
価
値
を
見
出
し
て
い
た
。
こ
こ
に
父
か
ら
の
教
訓
の
蹈
襲
に
留
ま
ら
な
い
、
桜
痴
独
自
の
「
文
学
」
観
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
桜
痴
は
、
左
記
の
論
説
に
見
え
る
よ
う
に
、
情
景
描
写
に
秀
で
、
作
者
の
思
考
表
現
に
合
致
し
、
読
者
に
も
そ
れ
が
通
じ
易
い
「
達
意
」の
文
学
と
は
、苟
庵
が
否
定
し
た
戯
作
等
の〈
俗
文
学
〉で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
　
　
 
景
状
を
画
き
、
情
意
を
写
す
の
細
密
な
る
よ
り
、
読
書
を
し
て
喜
怒
の
感
を
発
せ
し
む
る
文
章
の
妙
処
に
至
り
て
ハ
、
小
説
を
以
て
文
学
の
魁
首
と
成
す
べ
き
に
於
て
を
や
。
此
小
説
の
文
学
ハ
日
本
に
於
て
盛
な
り
き
、
彼
の
竹
取
、
栄
花
、
伊
勢
、
源
氏
、
狭
衣
等
の
物
語
も
の
ハ
古
文
に
て
、
今
日
の
世
間
に
通
用
せ
ぬ
－55－
と
し
て
も
、
近
き
こ
ろ
山
東
京
伝
な
る
も
の
世
に
出
て
よ
り
、
馬
琴
、
種
彦
、
一
九
等
引
続
き
て
起
り
、降
り
て
春
水
、有
人
、魯
文
の
諸
人
あ
る
に
及
べ
り︵
中
略
︶
此
作
家
等
が
冥
々
の
中
に
於
て
文
学
に
功
労
あ
る
ハ
、
敢
て
歴
史
家
の
学
者
に
劣
ら
ず
、
只
日
本
の
風
習
の
為
め
に
下
等
に
位
せ
ら
れ
た
る
こ
そ
是
非
な
け
れ
。 
︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
八
年
四
月
二
十
六
日
︶
　
　
 
吾
曹
ハ
洋
書
ヲ
読
ム
毎
ニ
、
其
ノ
文
章
ノ
達
意
ニ
長
ス
ル
ヲ
感
ジ
︵
中
略
︶
吾
曹
ハ
毎
ニ
曰
フ
、
日
本
ノ
四
大
奇
書
ト
モ
称
ス
ベ
キ
大
文
字
ハ
、
馬
琴
ノ
八
犬
伝
、
種
彦
ノ
田
舎
源
氏
、
一
九
ノ
膝
栗
毛
、
春
水
ノ
梅
暦
ナ
リ
ト
。
比
四
書
ハ
︵
正
理
道
徳
ニ
背
ク
ト
否
ト
ヲ
措
キ
︶、
皆
ヨ
ク
細
微
ノ
情
意
ヲ
写
シ
尽
シ
テ
余
蘊
ナ
ク
、
読
者
ヲ
シ
テ
喜
怒
憂
楽
ノ
感
ヲ
発
セ
シ
ム
ル
ニ
於
テ
、
更
ニ
欧
米
支
那
ノ
作
者
ニ
一
歩
ヲ
譲
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
 
︵﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
八
年
八
月
二
十
九
日
︶
　
　
 
其
文
体
の
如
何
を
問
は
ず
専
ら
通
俗
を
旨
と
し
、
誰
に
も
了
解
し
易
く
し
て
、
其
意
味
を
誤
解
す
る
事
の
患
な
き
を
第
一
に
心
掛
け
、
次
に
は
文
体
上
の
礼
節
を
失
は
ざ
る
様
に
と
は
心
掛
た
り
。
 
︵﹃
国
民
之
友
﹄
明
治
二
十
六
年
十
月
十
三
日
︶
　
曲
亭
馬
琴
や
柳
亭
種
彦
、
十
返
舎
一
九
、
為
永
春
水
、
山
々
亭
有
人
、
仮
名
垣
魯
文
な
ど
は
、
不
当
に
低
い
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
戯
作
に
は
、
情
景
を
描
写
し
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
「
文
章
の
妙
処
」
が
あ
り
、作
者
の
思
考
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
「
達
意
」
の
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
語
る
桜
痴
は
、
更
に
そ
の
「
達
意
」
に
お
い
て
〈
俗
文
学
〉
が
、
西
洋
や
中
国
の
文
学
に
も
匹
敵
す
る
と
付
け
加
え
る
。
外
遊
経
験
者
で
知
ら
れ
た
桜
痴
の
こ
の
言
葉
に
は
、低
く
見
ら
れ
て
き
た
〈
俗
文
学
〉
に
箔
を
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
桜
痴
が
長
年
聞
か
さ
れ
て
き
た
苟
庵
の
教
誨
、則
ち「
達
意
」の
文
章
と
作
品
の「
有
益
」
性
を
、
苟
庵
が
否
定
し
た
〈
俗
文
学
〉
に
見
出
し
た
こ
と
は
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
　
坂
本
多
加
雄
は
、
桜
痴
が
〈
俗
文
学
〉
に
目
を
向
け
た
の
は
、﹃
江
湖
新
聞
﹄
発
行
の
際
の
協
力
者
で
あ
っ
た
山
々
亭
有
人
や
、
広
岡
幸
助
、
西
岡
伝
助
な
ど
と
交
遊
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
彼
ら
を
通
し
て
戯
作
者
と
の
交
流
も
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
統
治
階
級
の
出
身
で
は
な
い
彼
ら
の
記
す
戯
作
が
、
政
治
的
価
値
と
も
無
縁
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
無
用
」
な
も
の
と
断
じ
て
よ
い
の
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
桜
痴
に
生
じ
、
ま
た
同
じ
〈
俗
文
学
〉
の
範
疇
に
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
新
聞
記
者
と
な
る
に
あ
た
っ
て
は
自
己
弁
護
の
た
め
、
啓
蒙
的
姿
勢
を
以
て
そ
の
「
有
用
性
」
を
説
い
た
と
述
べ
る︶27
︵
。
桜
痴
が
自
己
の
「
有
用
性
」
を
政
界
か
ら
文
芸
界
に
移
行
さ
せ
た
説
は
首
肯
で
き
る
。
　
そ
の
上
で
、〈
俗
文
学
〉
の
世
界
に
興
味
を
抱
い
た
き
っ
か
け
を
掘
り
下
げ
る
な
ら
ば
、﹃
江
湖
新
聞
﹄
の
み
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
先
述
し
た
明
治
八
年
四
月
二
十
六
日
の
社
説
を
見
る
と
、
有
人
と
魯
文
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
四
大
奇
書
の
執
筆
者
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
桜
痴
の
中
で
有
人
と
魯
文
は
、
戯
作
者
と
し
て
先
ず
思
い
当
た
る
人
物
だ
っ
た
。
彼
ら
は
共
に
暮
ら
し
、
共
に
仕
事
を
し
、
共
に
遊
ん
だ
仲
で
あ
り
、
作
中
に
も
桜
痴
の
名
前
を
挙
げ
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
安
政
五
年
末
に
上
京
し
て
き
た
桜
痴
は
、
安
政
六
年
四
月
か
ら
小
石
川
金
剛
寺
坂
上
に
あ
る
英
通
詞
森
山
多
吉
郎
の
塾
に
落
ち
着
い
た
。
こ
こ
で
英
語
を
学
ん
だ
桜
痴
は
、
幕
府
御
雇
通
詞
と
し
て
神
奈
川
運
上
所
な
ど
を
往
復
す
る
日
々
が
始
ま
る
の
だ
が
、
こ
の
頃
、
桜
痴
と
魯
文
、
そ
し
て
有
人
の
三
人
は
、「
妻
恋
坂
」
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う︶28
︵
。
こ
の
場
所
は
、
嘉
永
六
年
の
夏
か
ら
、
文
久
二
年
の
春
ま
で
の
九
年
半
、
魯
文
が
住
ん
で
い
た
野
狐
庵
を
指
し
て
お
り
、
魯
文
は
既
に
戯
作
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た︶29
︵
。
こ
の
場
所
に
桜
痴
が
居
た
と
す
れ
ば
、
江
戸
で
生
活
を
始
め
た
安
政
六
年
正
月
か
ら
渡
欧
す
る
文
久
元
年
十
二
月
ま
で
の
、
三
年
の
間
で
－56－
あ
る
。
桜
痴
の
住
居
が
記
さ
れ
た
﹃
仕
途
日
記︶30
︵
﹄
に
は
、
妻
恋
坂
の
地
名
は
見
え
な
い
た
め
、
定
住
し
た
場
所
で
は
な
い
に
せ
よ
、
彼
ら
が
非
常
に
親
し
い
付
き
合
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、魯
文
の
﹃
西
洋
道
中
膝
栗
毛
﹄
九
編
上
口
絵
︵
明
治
四
年
︶
に
は
、
慶
応
三
年
秋
に
桜
痴
か
ら
来
た
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
読
み
終
わ
っ
た
本
を
返
却
す
る
つ
い
で
に
、
ま
た
数
冊
貸
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
や
、
秋
の
夜
長
の
徒
然
に
来
訪
を
誘
う
文
面
が
記
さ
れ
て
お
り
、
友
人
同
士
の
気
軽
さ
が
う
か
が
え
る
。
　
慶
応
四
年
閏
四
月
か
ら
桜
痴
は
、
山
々
亭
有
人
等
の
手
を
借
り
て
﹃
江
湖
新
聞
﹄
を
発
行
す
る
も
、
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
、
同
年
五
月
二
十
二
日
の
第
二
十
二
号
を
以
て
廃
刊
す
る
。
そ
の
後
、
徳
川
家
の
臣
下
が
駿
府
に
引
き
移
る
に
従
い
、
桜
痴
も
転
出
し
た
が
、
明
治
元
年
暮
に
帰
京
す
る
。
居
を
定
め
た
の
は
、
浅
草
馬
道
寝
釈
迦
堂
の
傍
ら
に
あ
る
い
ろ
は
長
屋
で
あ
っ
た︶31
︵
。
こ
の
真
向
か
い
に
は
、
魯
文
が
前
年
か
ら
住
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
の
移
転
だ
ろ
う
。
翌
明
治
二
年
頃
に
は
新
堀
留
の
権
念
寺
で
英
語
教
授
の
出
張
所
を
設
け
、
そ
こ
の
「
受
附
な
り
会
計
な
り
魯
文
に
山
々
亭
有
人︶32
︵
」
を
雇
っ
て
い
る
。
程
な
く
し
て
天
神
下
旧
旗
下
久
松
の
屋
敷
で
日
新
舎
を
開
い
た
。
明
治
三
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
桜
痴
は
諸
外
国
を
廻
っ
て
い
た
た
め
、
明
治
七
年
に
﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
に
山
々
亭
有
人
の
誘
い
で
入
社
す
る
ま
で
、
彼
等
と
表
立
っ
た
交
流
は
見
ら
れ
な
い
。
　
し
か
し
こ
の
間
に
も
、
先
の
﹃
西
洋
道
中
膝
栗
毛
﹄
と
同
様
、
魯
文
や
有
人
の
作
中
に
は
桜
痴
の
姿
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
魯
文
の
﹃
牛
店
雑
談
安
愚
楽
鍋
﹄
三
編
上
︵
明
治
五
年
序
︶
に
あ
る
「
商あき
法う
個ど
の
胸むな
会かん
計じやう
」
に
は
、「
福
地
先
生
な
ん
ぞ
ハ
古
臭
い
の
が
可
と
い
ハ
ツ
し
や
る
が
素
人
口
じ
や
ア
屠しめ
て
二
日
目
あ
た
り
が
最
上
ダ
ネ
」
と
、
貿
易
商
人
の
牛
肉
談
義
中
に
、
牛
肉
を
食
べ
慣
れ
て
い
る
開
化
の
人
物
と
し
て
、
桜
痴
が
例
に
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
々
亭
有
人
も
、﹃
流行
英
語
都
々
逸
﹄
︵
明
治
四
年
︶
に
「
な
ん
ぼ
浮うき
世よ
が
逆さか
さ
ま
ぢ
や
と
て
客きやく
が
仮うそ
︵
＊
右
に
「F フ
ヲ
ー
ル
ス
alse
」
以
下
同
︶
つ
き
女ぢよ
郎ろ
を
騙だます
︵「C
チ
ー
ト
heat
」︶」
と
い
う
桜
痴
を
詠
ん
だ
都
々
逸
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
内
藤
新
宿
の
馴
染
み
の
遊
女
に
、
同
伴
し
た
新
婚
の
妻
を
、
妹
だ
と
偽
っ
て
騙
し
た
逸
話
が
も
と
に
な
っ
て
い
る︶33
︵
。
ち
ょ
う
ど
桜
痴
が
政
府
の
一
員
と
し
て
渡
航
し
て
い
る
時
期
に
、
魯
文
と
有
人
が
桜
痴
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
彼
等
な
り
の
餞
か
、
宣
伝
効
果
を
狙
っ
た
作
戦
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
、
桜
痴
が
両
者
と
友
好
的
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
戯
作
に
も
現
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
　
ま
た
、
明
治
九
年
に
は
新
聞
記
事
上
で
、
魯
文
と
桜
痴
の
応
酬
が
あ
っ
た
。
魯
文
が
編
集
す
る
﹃
仮
名
読
新
聞
﹄
九
月
六
日
に
、
吉
原
芸
者
増
田
お
半
の
手
練
手
管
と
悪
女
振
り
が
記
事
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
期
限
ま
で
に
取
り
消
し
記
事
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
名
誉
毀
損
の
讒
謗
律
に
よ
っ
て
訴
え
る
と
い
う
お
半
か
ら
の
手
紙
が
届
き
、
魯
文
は
訂
正
文
を
九
月
十
三
日
に
掲
載
す
る
。
こ
こ
に
は
、
お
半
の
手
紙
が
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、
魯
文
は
、
た
と
え
「
事
実
に
候
と
も
」
栄
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
事
に
は
変
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
事
実
云
々
の
部
分
に
傍
点
を
付
し
、
訂
正
を
強
い
ら
れ
た
鬱
憤
を
僅
か
ば
か
り
晴
ら
し
て
い
る
。
讒
謗
律
を
持
ち
出
し
、
謝
罪
文
の
期
限
を
定
め
た
こ
の
手
紙
を
代
筆
し
た
の
が
、
桜
痴
で
あ
っ
た
。﹃
三
才
人
遺
墨
﹄︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
︶
と
題
さ
れ
た
軸
に
は
、
こ
の
時
の
書
簡
と
、
魯
文
と
落
合
芳
幾
の
追
補
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
魯
文
は
「
福
地
桜
痴
先
生
、
花
街
の
猫
妓
半
女
が
代
筆
し
て
余
を
苦
し
め
ら
れ
し
も
、
は
や
十
五
年
の
昔
と
は
な
れ
り
」
と
し
た
た
め
て
お
り︶34
︵
、
昔
日
の
友
情
を
懐
か
し
ん
だ
こ
の
識
語
か
ら
、
お
半
の
書
状
が
、
そ
れ
と
署
名
は
な
い
も
の
の
、
桜
痴
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
当
時
の
魯
文
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
見
、
緊
張
感
の
あ
る
こ
の
攻
防
も
、
互
い
の
手
の
内
を
知
っ
た
者
同
士
で
交
わ
さ
れ
る
、
戯
れ
半
分
の
応
酬
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
さ
ら
に
有
人
も
、
桜
痴
と
縁
が
切
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
明
治
十
九
年
か
ら
有
人
は
﹃
や
ま
と
新
聞
﹄
を
発
行
し
、
そ
こ
で
﹃
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
﹄
や
﹃
オ
セ
ロ
﹄﹃
リ
ア
王
﹄
な
ど
の
翻
案
小
説
を
手
掛
け
る
が
、「
大
和
新
聞
の
小
説
は
大
抵
桜
痴
先
生
が
翻
訳
し
て
父
が
潤
色
し
た
も
の
で
し
た
」
と
い
う
実
子
、
鏑
木
清
方
の
証
言
が
あ
－57－
る︶35
︵
。
ま
た
明
治
二
十
一
年
、
桜
痴
が
東
京
府
第
三
観
工
場
の
土
地
を
歌
舞
伎
座
設
立
の
た
め
に
購
入
す
る
際
、
條
野
伝
平
︵
有
人
︶
名
義
で
土
地
払
下
げ
を
出
願
し
て
お
り︶36
︵
、
依
然
、
長
い
付
き
合
い
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
父
苟
庵
は
、「
智
者
ハ
必
ス
益
友
ヲ
友
ト
ス
。
故
ニ
一
談
一
話
ニ
モ
、
常
ニ
益
ヲ
得
ル
コ
ト
多
シ
、愚
者
ハ
必
ス
損
友
ヲ
友
ト
ス
」︵﹃
闈
記
﹄
巻
二
︶
と
説
い
て
い
た
。
上
京
直
後
か
ら
の
友
人
で
あ
る
有
人
や
魯
文
は
戯
作
者
で
あ
り
、
世
間
一
般
の
尺
度
に
照
ら
せ
ば
、「
益
友
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
損
友
」
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
桜
痴
は
彼
ら
と
の
交
流
で
得
た
見
識
と
、
最
新
の
海
外
知
識
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、友
人
た
ち
を
「
有
用
」
の
「
益
友
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
文
学
」
観
の
基
準
を
構
築
し
た
。
そ
れ
が
、﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
等
に
記
さ
れ
た
〈
俗
文
学
〉
の
「
有
益
」
性
の
提
示
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
と
め
　
嘉
永
三
年
頃
か
ら
苟
庵
は
、
桜
痴
に
向
け
て
様
々
な
教
訓
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
は
安
政
五
年
に
上
京
す
る
ま
で
続
い
て
い
た
。
現
存
が
確
認
で
き
る
聞
書
の
内
、﹃
闈
記
﹄﹃
続
闈
記
﹄﹃
星
泓
雑
著
﹄
は
、
後
年
も
桜
痴
が
手
元
に
置
い
て
い
た
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
で
苟
庵
は
、
世
間
一
般
に
通
用
す
る
語
彙
を
用
い
て
文
章
を
記
し
、「
有
益
」
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
書
物
を
読
み
、「
有
益
」
な
会
話
が
交
わ
せ
る
友
人
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。「
有
益
」を
基
準
と
し
た
苟
庵
の
教
訓
は
、
後
年
、
桜
痴
が
提
示
す
る
「
達
意
」
の
文
章
論
へ
と
つ
な
が
り
、〈
俗
文
学
〉
の
「
有
益
」
性
を
見
出
す
に
至
っ
た
。
　
た
だ
し
、
戯
作
有
益
説
は
、
苟
庵
の
戯
作
無
益
説
へ
の
抵
抗
で
あ
り
、「
交
友
ノ
道
ハ
宜
シ
ク
淡
泊
ナ
ル
ベ
シ
」︵﹃
続
闈
記
﹄
巻
三
︶
と
い
う
苟
庵
の
教
え
に
背
き
、
戯
作
者
と
親
交
を
深
め
て
い
た
桜
痴
の
自
己
弁
護
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。
　
桜
痴
は
そ
の
後
、
戯
作
と
同
じ
く
「
下
等
」
と
さ
れ
て
き
た
歌
舞
伎
の
地
位
向
上
の
た
め
、
演
劇
改
良
運
動
を
牽
引
し
、
戯
曲
や
翻
案
、
小
説
等
の
〈
俗
文
学
〉
に
自
ら
筆
を
採
り
始
め
る
。
こ
れ
は
、「
達
意
」
を
〈
俗
文
学
〉
に
求
め
た
己
の
理
論
の
実
践
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
苟
庵
の
教
訓
に
従
っ
た
知
識
偏
重
の
読
書
は
、
桜
痴
の
作
品
を
余
情
の
乏
し
い
も
の
に
制
限
し
て
い
た
。
　
「
其
磧
西
鶴
等
が
著
し
た
る
小
説
戯
作
の
如
き
通
俗
の
文
章
に
て
言
ふ
可
か
ら
ざ
る
の
妙
味
に
富
め
る
に
非
ず
や︶37
︵
」
と
し
な
が
ら
も
、「
西
鶴
物
」
を
嫌
い
、「
総
て
元
禄
風
と
い
ふ
字
の
数
を
勘
定
し
て
書
く
様
に
往
詰
つ
た
文
章
で
は
到
底
一
部
の
纏
つ
た
大
著
は
書
け
ぬ
。︵
中
略
︶
文
章
も
彼
処
へ
墜
ち
て
は
外
道
だ︶38
︵
」
と
公
言
し
て
い
た
桜
痴
は
、
西
鶴
の
「
妙
味
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ぬ
け
」
の
あ
る
文
章
を
否
定
し
た
。
筆
者
の
意
中
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
よ
う
と
す
る
「
達
意
」
の
文
章
を
志
向
し
た
桜
痴
ら
し
い
が
、
余
情
を
省
い
た
結
果
、「
桜
痴
居
士
の
史
劇
と
い
ふ
も
の
に
、
心
の
底
に
怒
り
を
懐
い
た︶39
︵
」
山
崎
紫
紅
な
ど
を
生
み
、
史
実
に
拘
泥
し
な
い
次
世
代
の
劇
作
家
や
小
説
家
の
台
頭
を
促
し
て
い
く
。
　
後
発
の
世
代
を
苛
立
た
せ
た
の
は
、
桜
痴
の
議
論
に
残
響
す
る
苟
庵
の
説
諭
の
声
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
桜
痴
に
と
っ
て
反
発
を
覚
え
な
が
ら
も
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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朝　
蘇
峯
生
」
︵
11
︶ 　
﹃
茂
園
残
話
﹄
に
つ
い
て
は
、
亀
田
一
邦
﹃
幕
末
防
長
儒
医
の
研
究
﹄
知
泉
書
館　
平
成
十
八
年
に
詳
し
い
。
︵
12
︶ 　
日
本
近
代
文
学
館
蔵
︵
13
︶ 　
幸
徳
秋
水
﹃
兆
民
先
生
﹄
博
文
館　
明
治
三
十
五
年
。
な
お
、
東
京
府
下
私
塾
の
生
徒
数
を
記
し
た
﹃
新
聞
雑
誌
﹄︵
明
治
四
年
六
月
︶
の
記
事
に
も
、「
仏
学　
福
地
源
一
郎　
同
七
十
八
名
」
と
あ
り
、
日
新
舎
は
仏
学
塾
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
︵
14
︶ 　
信
世
の
妻
つ
た
と
、
白
村
の
妻
て
ふ
は
、
桜
痴
の
姉
よ
し
と
源
甫
の
孫
に
当
た
る
。﹃
福
地
信
世
﹄
前
出
。
︵
15
︶ 　
柳
田
泉﹃
福
地
桜
痴
﹄︵
吉
川
弘
文
館　
昭
和
六
十
四
年
︶で
は「
源
輔
」と
な
っ
て
い
る
が
、
桜
痴
自
筆
稿
本
の
﹃
仕
途
日
記
﹄︵
明
治
元
年
成
立　
日
本
近
代
文
学
館
蔵
︶
で
は
「
源
甫
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
︵
16
︶ 　
福
地
桜
痴
自
筆
稿
本
﹃
十
二
童
福
地
萬
世
著　
皇
朝
二
十
四
孝
伝　
全
﹄︵
嘉
永
五
年
成
立　
日
本
近
代
文
学
館
蔵
︶
の
袋
書
に
は
、「
こ
の
書
伝
へ
て
厨
川
白
村
之
家
に
あ
り
、
白
村
君
之
父　
源
甫
君
は
父
君
の
義
兄
な
れ
ば
又
、
大
正
六
年
十
一
月
白
村
君
こ
れ
を
予
に
贈
ら
る
。
福
地
信
世
識
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
も
「
日
新
舎
蔵
本
」
の
印
は
見
ら
れ
な
い
。
︵
17
︶ 　
日
本
近
代
文
学
館
蔵
︵
18
︶ 　
﹃
仕
途
日
記
﹄
前
出
︵
19
︶　
広
瀬
林
外
「
入
関
録
」﹃
林
外
遺
稿
﹄
巻
四　
田
島
勝
太
郎　
昭
和
三
年
︵
20
︶ 　
広
瀬
林
外
「
異
聞
録
」
巻
上
﹃
林
外
遺
稿
﹄
巻
六　
田
島
勝
太
郎　
昭
和
三
年
︵
21
︶ 　
梅
原
龍
北
﹃
雲
煙
過
眼
﹄
宝
文
館　
明
治
四
十
年
︵
22
︶ 　
「
作
家
苦
心
談
」﹃
新
著
月
刊
﹄
明
治
三
十
年
十
二
月
︵
23
︶ 　
福
地
信
世
「
米
の
飯
の
味　
父
桜
痴
に
関
す
る
座
談
」﹃
読
売
新
聞
﹄
大
正
十
四
年
八
月
二
十
四
日
︵
24
︶ 　
﹃
続
闈
記
﹄
巻
四
︵
25
︶ 　
柳
田
泉
「
福
地
桜
痴
」﹃
福
地
桜
痴
集
﹄
筑
摩
書
房　
昭
和
四
十
一
年
︵
26
︶ 　
「
作
家
苦
心
談
」
前
出
︵
27
︶ 　
坂
本
多
加
雄
「
福
地
桜
痴
と
明
治
維
新
」
前
出
︵
28
︶ 　
塚
原
渋
柿
園
「
桜
痴
先
生
の
こ
と
」﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
九
日
︵
29
︶ 　
拙
稿
「
野
狐
庵
魯
文
と
稲
荷
」﹃
朱
﹄
伏
見
稲
荷
大
社　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
︵
30
︶ 　
前
出
。
明
治
元
年
ま
で
の
移
転
先
が
記
さ
れ
て
い
る
。
︵
31
︶ 　
榎
本
破
笠
﹃
桜
痴
居
士
と
市
川
団
十
郎
﹄
国
光
社　
明
治
三
十
六
年
︵
32
︶ 　
﹃
桜
痴
居
士
と
市
川
団
十
郎
﹄
前
出
︵
33
︶ 　
﹃
桜
痴
居
士
と
市
川
団
十
郎
﹄
前
出
。
拙
稿
「
山
々
亭
有
人
﹃
流
行
英
語
都
々
逸
﹄
の
周
辺
」﹃
立
教
大
学
日
本
文
学
﹄
平
成
二
十
二
年
十
二
月
︵
34
︶ 　
市
島
春
城
「
明
治
初
頭
の
新
聞
回
顧
」﹃
明
治
文
学
回
想
集
﹄
上　
十
川
信
介
編　
岩
波
書
店　
平
成
十
年
に
も
記
載
あ
り
。
︵
35
︶ 　
鏑
木
清
方
「
條
野
採
菊
翁
」﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
九
日
。
土
谷
桃
子
﹃
江
戸
と
明
治
を
生
き
た
戯
作
者　
山
々
亭
有
人
・
条
－59－
野
採
菊
散
人
﹄
近
代
文
芸
社　
平
成
二
十
一
年
︵
36
︶ 　
巖
谷
眞
一
「
歌
舞
伎
座
物
語
」﹃
歌
舞
伎
座
﹄
歌
舞
伎
座
出
版
部　
昭
和
二
十
六
年
︵
37
︶ 　
﹃
国
民
之
友
﹄
明
治
二
十
六
年
十
月
十
三
日
︵
38
︶ 　
塚
原
靖
「
桜
痴
居
士
の
紀
念
」﹃
早
稲
田
文
学
﹄
明
治
三
十
九
年
二
月
︵
39
︶ 　
山
崎
紫
紅
「
跋
」﹃
現
代
戯
曲
全
集
﹄
第
三
巻　
国
民
図
書
株
式
会
社　
大
正
十
四
年
＊
引
用
文
中
の
傍
線
、
句
読
点
な
ど
は
適
宜
論
者
が
加
筆
し
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
本
稿
は
立
教
大
学
日
本
文
学
第
五
十
二
回
研
究
例
会
で
の
発
表
を
基
と
し
て
い
る
。
同
会
で
御
教
示
を
賜
っ
た
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
科
研
費
若
手
研
究
B「
福
地
桜
痴
を
中
心
と
し
た
幕
末
明
治
の
文
芸
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
︵
課
題
番
号
一
一
四
七
二
○
一
一
九
︶
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
︵
に
わ
み
さ
と　
本
学
兼
任
講
師
︶
